
明
治
初
期
の
小
田
原
藩
藩
政
改
革
に
つ
い
て 
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石
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高
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孝 

和 

問
題
の
所
在 

(

１)

廃
藩
置
県
ま
で
の
過
程
を
ど
う
捉
え
る
か 

 
 

高
校
日
本
史
で
扱
う
明
治
二(

一
八
六
九)

年
の
版
籍
奉
還
か
ら
明
治
四
年
七

月
の｢

廃
藩
置
県｣

の
過
程
は
、
明
治
新
政
府
が
中
央
集
権
体
制
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
過
程
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
画
一
的
に
扱
う
と
、

そ
の
後
の
士
族
反
乱
や
農
民
一
揆
の
頻
発
、
そ
し
て
自
由
民
権
運
動
興
隆
へ
と

い
う
歴
史
の
流
れ
が
説
明
し
き
れ
な
い
危
惧
が
あ
る
。 

 
 

現
行
の
『
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説 

地
理
歴
史
編｣

』
の
第
４
節
日

本
史
Ｂ(

５)

近
代
日
本
の
形
成
と
ア
ジ
ア
で
は
、｢

そ
の
結
果
発
足
し
た
新
政
府

に
よ
り
行
わ
れ
た
諸
制
度
の
改
革
や
富
国
強
兵
・
殖
産
興
業
政
策
に
つ
い
て
、

欧
米
列
強
と
の
か
か
わ
り
に
着
目
し
て
政
治
、
外
交
、
経
済
な
ど
様
々
な
側
面

か
ら
考
察
さ
せ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
一
連
の
近
代
化
政
策
が
、
国
民
に
世
界

へ
の
窓
を
開
き
、
近
代
へ
の
覚
醒
を
も
た
ら
し
た
こ
と
に
も
気
付
か
せ
る｣

と
あ

る
が
、
こ
の
視
点
に
は
、
近
代
化
の
推
進
が
「
新
政
府
に
よ
り
行
わ
れ
た
」
と

し
て
、
政
府
側
か
ら
の
み
の
視
点
し
か
捉
え
ら
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
近
代

化
は
上
か
ら
の
一
方
的
政
策
の
み
で
捉
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
地
域
か
ら
の
視

点
が
見
ら
れ
な
い
。
日
本
の
近
代
化
に
は
、
上
記
の
面
も
見
ら
れ
る
が
、
日
本

各
地
で
の
維
新
の
変
革
に
は
、
そ
の
地
域
の
歴
史
過
程
を
見
据
え
て
の
近
代
化

が
あ
る
こ
と
を
、
し
っ
か
り
教
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
識
し
て
授

業
に
望
む
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。 

 

こ
の
点
に
焦
点
を
当
て
て
、
地
域
か
ら
捉
え
直
す
日
本
の
近
代
化
の
一
端
を
、

神
奈
川
県
西
部
の
小
田
原
地
域
を
中
心
に
考
察
し
て
い
き
た
い
。 

(

２)

神
奈
川
県
の
県
域
確
定
の
プ
ロ
セ
ス 

 

明
治
新
政
府
が
、
明
治
二(

一
八
六
九
）
年
の
版
籍
奉
還
か
ら
翌
年
九
月
の｢

藩

制｣

改
革
の
布
告
、
そ
し
て
明
治
四
年
七
月
の｢

廃
藩
置
県｣

詔
書
の
発
布
と
い
う

地
方
制
度
整
備
を
は
か
る
段
階
で
、
小
田
原
藩
は
、
藩
存
亡
の
危
機
か
ら
藩
政

改
革
と
い
う
厳
し
い
政
治
状
況
下
に
置
か
れ
た
。 

 

廃
藩
置
県
に
よ
り
相
州
旧
小
田
原
藩
領
域
は
小
田
原
県
と
な
り
、
さ
ら
に
、

廃
藩
置
県
の
四
ヶ
月
後
の
明
治
四
年
一
一
月
一
四
日
に
は
、
小
田
原
県
・
荻
野

山
中
県
・
韮
山
県
が
廃
さ
れ
て
、
足
柄
県
が
設
置
さ
れ
小
田
原
町
に
県
庁
が
置

か
れ
た
。
そ
の
後
、
明
治
九(

一
八
七
六)

年
四
月
に
は
、
足
柄
県
が
廃
止
さ
れ
、

相
模
国
足
柄
上
・
下
郡
、
大
住
郡
、
淘
綾
郡
、
愛
甲
郡
、
津
久
井
郡
は
神
奈
川

県
の
管
轄
下
に
置
か
れ
、
伊
豆
国
は
静
岡
県
管
下
に
移
さ
れ
た
。 

 

こ
う
し
た
地
方
行
政
区
画
の
整
備
の
過
程
に
お
い
て
小
田
原
を
中
心
と
す
る

神
奈
川
県
西
地
域
に
は
独
自
の
政
治
的
風
土
が
醸
成
さ
れ
て
い
っ
た
。 

(

３)

本
報
告
の
視
点 

 

本
報
告
で
は
、
廃
藩
置
県
ま
で
の
小
田
原
藩
の
藩
政
改
革
を
通
し
て
、
藩
政

に
対
す
る
藩
領
民
衆
の
動
向
を
と
ら
え
、
こ
の
地
域
独
自
の
政
治
的
風
土
醸
成

と
地
方
行
政
志
向
の
発
端
を
探
り
、
そ
れ
が
、
明
治
前
期
の
地
方
行
政
や
自
由

民
権
運
動
と
な
っ
て
展
開
し
て
い
く
要
因
を
探
る
。 

 

一
、
小
田
原
藩
存
亡
の
危
機 

 
 

藩
政
に
対
す
る
領
民
の
対
応
を
、
維
新
の
動
乱
か
ら
み
て
い
く
と
、
小
田
原

藩
は
戊
辰
戦
争
に
際
し
て
、
慶
応
四
年
五
月
、
ご
く
短
日
で
は
あ
る
が
、
新
政

府
側
か
ら
離
反
し
、
徳
川
将
軍
家
救
解
を
唱
え
る
旧
幕
府
遊
撃
隊
①

と
行
動
を

と
も
に
し
、
大
総
督
府
派
遣
の
豆
相
軍
監
②

一
名
を
殺
害
す
る
と
い
う
事
態
を

引
き
起
こ
し
た
。
小
田
原
藩
の
藩
論
は
、
す
ぐ
に
新
政
府
側
に
復
帰
す
る
が
、



新
政
府
＝
東
征
大
総
督
府
は
、
小
田
原
藩
問
責
の
た
め
問
罪
使
を
派
遣
し
、
五 

月
二
五
日
、
藩
主
大
久
保
忠た

だ

礼あ
や

の
官
位
剥
奪
・
城
地
没
収
の
処
分
を
下
し
た
。 

小
田
原
藩
側
は
、
こ
れ
を
受
け
入
れ
藩
主
大
久
保
忠
礼(

た
だ
あ
や)

は
小
田
原

町
本
源
寺
に
謹
慎
し
た
。
ま
た
、
総
督
府
か
ら
の
許
し
を
得
て
旧
幕
府
遊
撃
隊

を
追
撃
し
、
箱
根
湯
本
の
手
前
山
崎
付
近
で
激
戦
を
展
開
し(

箱
根
山
崎
の
戦

い)

、
遊
撃
隊
を
撃
退
し
た
。 

 

こ
の
出
来
事
は
そ
の
後
の
藩
政
を
大
き
く
左
右
し
、
小
田
原
藩
と
藩
領
民
衆

の
明
治
維
新
は
、
こ
の
事
態
か
ら
出
発
し
て
い
く
の
で
あ
る
。 

 

小
田
原
藩
は
、
五
月
以
降
、
東
征
大
総
督
府
の
軍
政
下
に
お
か
れ
た
。
そ
う

し
た
状
況
下
で
、
藩
内
で
は
、
藩
主
大
久
保
忠
礼(

た
だ
あ
や)

へ
の
寛
大
な
る

処
分
と
藩
存
続
を
願
う
運
動
③

が
起
こ
る
。
六
月
に
入
り
、
三
日
に
小
田
原
宿

｢

東
海
道
小
田
原
宿
役
人
共
一
同｣

が
市
中
の
惣
代
と
し
て
、
藩
主
大
久
保
忠
礼

(

た
だ
あ
や)

へ
の｢

御
寛
大
之
御
沙
汰｣

を
求
め
る
歎
願
書
を
ま
と
め
、
大
総
督

府
参
謀
宛
に
提
出
し
た
。
ま
た
七
日
ご
ろ
に
は
、
領
内
寺
院
の
願
出
を
請
け
た

藤
沢
の
清
浄
光
寺
の
役
僧
が
、
小
田
原
に
出
向
き
大
総
督
府
参
謀
に
嘆
願
書
を

差
し
出
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
藤
沢
遊
行
寺
の
遊
行
上
人
が
江
戸
に
出
向
き
大 

総
督
府
の
問
罪
使
穂
波

ほ

な

み

経
度

つ
ね
の
り

や
政
府
首
脳
の
三
条
実さ

ね

美と
み

・
岩
倉
具と

も

視み

ら
に
も
歎 

願
を
し
て
い
る
。 

 

七
月
に
入
る
と
、
小
田
原
宿
が
再
度
の
歎
願
書
を
差
出
し
、
小
田
原
藩
士
も

家
中
一
同
に
て
小
田
原
に
駐
留
し
て
い
る
津
藩
家
老
に
嘆
願
書
を
差
出
し
た
。 

 

こ
の
間
、
大
総
督
府
唐
派
遣
さ
れ
小
田
原
藩
領
域
統
治
に
あ
た
っ
て
い
た 

河
田

か

わ

だ

佐
久

さ

く

馬ま(

か
わ
だ
さ
く
ま)(

鳥
取
藩)

参
謀
と
三
雲
為
一
郎(

佐
土
原
藩)

豆 

相
軍
監
に
替
わ
り
、
韮
山
県
の
安
永
又
吉
が
軍
監
と
し
て
小
田
原
に
赴
任
し
、

小
田
原
藩
は
韮
山
代
官
の
管
轄
下
に
置
か
れ
た
。 

 
 

藩
内
で
の
藩
主
寛
大
処
分
歎
願
の
運
動
は
、
藩
領
内
全
域
に
も
及
ん
だ
よ
う

で
あ
る
。
現
在
の
足
柄
上
郡
山
北
町
神
縄
の
山
崎
家
に
遺
さ
れ
た
古
文
書
の
中

に
、
慶
応
四
年
六
月
、
神
縄
村
の
名
主
佐
次
兵
衛
が
江
川
代
官
手
付
き
富
沢
庄

右
衛
門
に
宛
て
て
出
さ
れ
よ
う
と
し
た
古
文
書
④

に
は
、「
先
般
加
賀
守
中
恭
順

謹
慎
罷
在
候
、
領
内
農
民
一
同
よ
り
申
出
候
者
、
天
正
度
以
来
加
賀
守
之
撫
育

ヲ
受
相
続
罷
在
義
ニ
付
、
何
卒
此
上
御
寛
大
之
奉
承
御
沙
汰
段
其
御
筋
様
江
奉

御
歎
願
候
」
と
あ
り
、
そ
の
内
容
は
、
領
内
農
民
が
藩
主
大
久
保
加
賀
守
忠
礼

へ
の
寛
大
な
る
処
分
を
求
め
る
歎
願
で
あ
る
。
こ
の
文
書
の
差
出
し
に
は
、｢

慶

応
四
年
辰
六
月 

加
賀
守
領
分
郡
中
上
下 

相
州
何
村 

誰
印
…
」「
西
山
家
組

合
取
〆(

し
ま)

り
神
縄
村
佐
次
兵
衛
（
脱
ヵ)

」
と
あ
り
、
歎
願
書
の
雛
形
文
を

書
留
め
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
記
述
か
ら
領
内
農
民
の
歎
願
は
「
西
山

家
組
合
」
な
ど
組
合
村
ご
と
に
展
開
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
小
田
原
藩
領
内

は
城
付
地
と
さ
れ
る
足
柄
上
下
・
大
住
・
津
久
井
・
淘
綾
郡
か
ら
伊
豆
・
駿
河

国
の
小
田
原
藩
領
分
を
、
行
政
上
、
東
筋
・
中
筋
・
西
筋
に
区
分
し
、
筋
ご
と

に
い
く
つ
か
の
組
合
村
が
組
織
さ
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
組
織
を
通
じ
て
歎
願

書
が
出
さ
れ
よ
う
と
し
た
ら
し
い
。
次
に
、
宛
先
で
あ
る
が
、「
富
沢
庄
右
衛
門
」

と
あ
る
。
こ
の
人
物
は
幕
府
伊
豆
韮
山
代
官
江
川
英
武
の
手
付(

手
代
＝
代
官
所

下
級
役
人)

で
あ
る
。
こ
の
当
時
、
江
川
代
官
は
大
総
督
府
よ
り
東
海
道
品
川
宿

か
ら
小
田
原
宿
ま
で
の
兵
食
の
賄
い
と
人
馬
調
達
を
命
じ
ら
れ
て
お
り
、
富
沢

は
そ
の
た
め
に
小
田
原
に
在
駐
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
関
係
で
、
町
や
領
内
か

ら
の
歎
願
を
軍
監
に
取
り
次
い
だ
の
で
あ
ろ
う
。
領
内
農
民
た
ち
の
藩
主
寛
大

処
分
を
求
め
る
歎
願
が
、
実
際
に
な
さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
藩
士
の
み

で
な
く
広
く
小
田
原
藩
領
民
に
展
開
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
あ
り
、
少
な
く
と

も
藩
領
農
民
に
も
藩
主
寛
大
処
分
と
藩
存
続
を
求
め
る
動
き
が
存
在
し
て
い
た
。

そ
れ
は
従
来
か
ら
の
領
主
と
領
民
の
絆
だ
け
で
は
捉
え
切
れ
な
い
も
の
が
あ
る



の
で
は
な
い
か
。 

 
二
．
小
田
原
藩
の｢

藩
制
改
革｣

 

 

明
治
新
政
府
の
小
田
原
藩
へ
の
正
式
処
分
は
、
九
月
二
七
日
、
藩
主
に
言
い 

渡
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
藩
石
高
の
三
万
八
千
石
減
封
処
分
、
藩
主
忠
礼
の
永
蟄

え
い
ち
っ

居き
ょ 

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
大
久
保
家
の
継
嗣
は
許
さ
れ
、
小
田
原
藩
の
支
藩
荻
野

山
中
藩
主
大
久
保
教
義
の
長
男
岩
丸
が
選
ば
れ
、
一
〇
月
二
日
に
新
政
府
よ
り

承
認
さ
れ
藩
主
の
継
嗣
養
子
と
な
っ
た
。
岩
丸
は
、
ま
だ
一
一
歳
の
少
年
で
あ

っ
た
が
大
久
保
宗
家
を
相
続
し
、
領
地
七
万
五
千
石
を
受
継
い
だ
。
そ
し
て
八 

日
に
は
、
名
を
忠た

だ

良よ
し

と
改
め
た
。 

(

１)

軍
政
下
か
ら
藩
政
復
帰
ま
で  

 

維
新
の
最
初
の
段
階
で
、
大
総
督
府
か
ら
藩
主
の｢

官
位
剥
奪
・
城
地
没
収｣

の
処
分
を
受
け
た
小
田
原
藩
は
、
慶
応
四
年
五
月
以
降
、
東
征
大
総
督
府
の
統

治
下
に
あ
っ
た
。
統
治
の
任
に
あ
た
っ
た
の
は
大
総
督
府
参
謀
河
田
佐
久
馬(

鳥

取
藩)

と
伊
豆
・
相
模
の
統
治
す
る
た
め
派
遣
さ
れ
た
豆
相
軍
監
で
あ
る
三
雲
為

一
郎(

佐
土
原
藩)

で
、
七
月
ご
ろ
安
永
又
吉(

韮
山
県)

と
交
代
し
た
。 

 

そ
の
豆
相
軍
監
が
、
管
轄
下
村
々
に
「
達
書
」
⑤

を
出
し
た
。
こ
れ
は
、
一

一
ヵ
条
あ
る
い
は
一
二
ヵ
条
に
わ
た
っ
て
施
政
方
針
が
示
さ
れ
た
も
の
で
、
軍 

監
の
命
令
や
朝
廷
か
ら
の
触
達
の
遵
守

じ
ゅ
ん
し
ゅ

す
る
こ
と
、
脱
走
者(

旧
幕
府
兵)
取
り 

締
ま
り
・
治
安
維
持
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

八
月
に
入
り
、
小
田
原
藩
は
韮
山
知
県
事
江
川
英
武
の
も
と
に
お
か
れ
、
附

属
と
し
て
小
田
原
城
監
察
局
が
設
け
ら
れ
、
安
永
又
吉
が
監
察
と
な
り
小
田
原

城
に
詰
め
、
八
・
九
月
に｢

被
仰
渡
候
御
ケ
条｣

⑥

を
出
し
た
。
そ
れ
に
は
、
金

銭
貸
借
の
取
扱
い
に
関
す
る
規
定
、
支
配
が
韮
山
知
県
事
管
轄
下
と
な
る
こ
と
、

法
令
遵
守
の
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
別
紙
で
は
一
二
か
条
に
わ
た

り
村
役
人
の
心
得
・
治
安
の
維
持
・
質
素
倹
約
な
ど
事
細
か
に
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
中
で
も
、｢

同
日
同
村
に
世
を
渡
り
候
も
の
互
い
に
救
合
候
義
、
人
た
る
の

道
に
て
候
え
ば
、
何
事
も
相
談
致
し
常
々
し
た
し
む
べ
し｣

と
か
、
御
一
新
に
あ

た
り
「
旧
幣
を
一
洗
致
、
小
前
之
者
共
手
本
と
相
成
候
様
相
心
得｣

な
ど
村
役
人

ら
の
有
り
様
を
正
し
て
い
る
こ
と
や
、｢

以
来
役
成
之
儀
は
一
宿
一
村
限
り
、
百

姓
共
入
札
之
撰
挙
を
以
其
用
役
を
可
申
付
事｣

と
村
役
人
を
村
民
選
挙
で
選
ぶ

こ
と
ま
で
申
し
付
け
て
い
る
こ
と
な
ど
は
、
韮
山
知
県
事
の
改
革
の
方
向
を
示

す
内
容
で
も
あ
り
興
味
深
い
。 

(

２)

藩
政
復
帰
と｢

藩
制
改
革
」 

 

明
治
新
政
府
は
、
一
〇
月
二
八
日
、｢

藩
治
職
制｣

を
制
定
し
、
全
国
諸
藩
に

藩
役
職
統
一
な
ど
職
制
の
基
準
を
示
し
制
度
改
革
を
指
示
し
た
。
小
田
原
で
も
、

一
〇
月
一
四
日
、
小
田
原
城
が
大
久
保
家
に
引
き
渡
さ
れ
、
安
永
監
察
ら
が
小

田
原
を
引
き
払
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
に
、
小
田
原
藩
領
は
小
田
原
藩
の
統
治
に
復

し
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

そ
し
て｢

藩
治
職
制｣

に
従
い
明
治
二
年
以
降
、
藩
は
本
格
的
な
藩
政
改
革
に

着
手
し
て
い
っ
た
。｢

藩
治
職
制｣

の
目
的
は
、
府
藩
県
の
三
治
制
で
あ
っ
て
も

そ
の
組
織
や
シ
ス
テ
ム
に
統
一
性
を
も
た
せ
、
三
治
を
実
質
的
に
均
一
化
し
、

政
府
管
轄
の
も
と
の
地
方
統
治
機
関
と
し
て
機
能
さ
せ
る
こ
と
に
あ
り
、
諸
藩

に
封
建
的
な
藩
制
の
改
革
を
せ
ま
り
、
地
方
統
治
機
関
と
し
て
組
織
・
機
能
す

る
こ
と
を
課
し
て
い
っ
た
。 

 
小
田
原
藩
に
お
い
て
も
、
明
治
二
年
二
月
ご
ろ
か
ら
藩
の
職
制
・
兵
制
・
禄

制
・
藩
校
組
織
の
改
革
⑦

が
進
め
ら
れ
た
。
行
政
改
革
は
当
然
民
生
面
に
も
及 

び
、
六
月
、
そ
れ
ま
で
の
地
方

じ

か

た

役
所

や
く
し
ょ(

じ
か
た
や
く
し
ょ)

が
郡
政
局
と
改
称
さ 



れ
、
そ
れ
に
と
も
な
い
追
々
人
事
交
替
も
行
な
わ
れ
た
。
さ
ら
に
、
一
〇
月
に

は
社
寺
・
市
政
・
郡
政
の
各
局
が
一
つ
と
な
っ
て
民
政
局
と
し
、
役
所
を
民
政

役
所
、
職
員
を
民
政
掛
り
と
呼
び
、
村
方
・
町
方
の
民
政
全
般
を
担
当
し
た
。 

(

３)

藩
専
売
制
へ
の
抵
抗 

 

ま
た
六
月
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
藩
の
国
産
方
が
廃
止
さ
れ
、
生
産
方
が
設
置

さ
れ
た
。
生
産
方
で
は
、
炭
・
薪
は
じ
め
領
内
山
・
海
産
物
の
一
手
買
い
入
れ 

か
ら
専
売
制
、
櫨は

ぜ

や
漆

う
る
し

な
ど
の
栽
培
を
試
み
よ
う
と
し
た
。
八
月
、
藩
生
産
方 

で
は
藩
大
参
事
の
名
で
、
炭
の
一
手
買
入
れ
に
つ
い
て
の
達
書
を
出
し
た
。
そ

れ
に
は｢

此
度
富
国
強
兵
之
御
趣
意｣

⑧

と
藩
財
政
再
建
と
兵
制
な
ど
藩
政
改
革

の
た
め
、
炭
の
一
手
買
入
れ
と
売
さ
ば
き
を
企
画
し
、
九
月
か
ら
実
施
す
る
旨

を
達
し
て
い
る
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
、
藩
内
の
山
北
地
域
な
ど
西
山
家
組
合
で
は
、
専
売
制
に
強

く
反
対
し
嘆
願
運
動
を
展
開
し
た
。
そ
の
運
動
は
、
ま
ず
、
足
柄
上
郡
都
夫

つ

ぶ

良ら

野の 

岩
本
家
文
書
の
中
の
「
覚
」
⑨

と
記
さ
れ
て
も
の
で
、
そ
の
内
容
は
、
都
夫
良

野
村
に
お
い
て
小
前
農
民
た
ち
が
、｢

近
来
違
作
打
続
難
渋｣

｢

炭
貫
目
改
に
つ
き

難
儀｣

｢

売
品
下
直
、
買
品
高
直
、
難
渋｣

な
ど
と
な
え
て
集
会
を
開
き
、
村
役
人 

が
そ
の
集
会
趣
旨
を
箇
条
書
き
し
て
西
山
家
組
合
取
締
の
神か

み

縄な
わ

村
名
主
山
崎
佐 

治
平
に
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

山
崎
佐
治
平
は
、
こ
う
し
た
小
前
農
民
の
訴
え
や
農
民
た
ち
の
困
窮
の
様
相

を
見
て
、
一
〇
月
二
五
日
、「
一
御
領
分
西
山
家
組
合
取
締
役
神
縄
村
名
主
佐
治

兵
衛
□
申
上
候
、
今
般
御
改
正
ニ
付
、
生
産
方
御
取
立
被
遊
所
□
貫
目
改
め
相

成
、
広
小
路
御
会
所
ニ
て
一
手
ニ
御
買
□
被
為
成
、
…
」
と
云
う
文
章
で
始
ま

る
様
に
長
文
の
嘆
願
書
を
郡
政
局
に
提
出
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
炭
の
専
売
・

一
手
買
い
入
れ
に
よ
る
農
民
達
の
窮
状
を
書
き
連
ね
、
組
合
内
の
重
立
者
が
協

力
し
て
五
百
両
を
生
産
方
に
上
納
す
る
見
返
り
と
し
て
、
炭
の
一
手
買
い
入
れ

猶
予
と
仲
買
廃
止
な
ど
を
嘆
願
し
た
。
こ
の
結
末
は
、｢

仲
買
廃
止｣｢

諸
品
勝
手

売
に
相
成
…｣

と
あ
る
。
佐
治
平
た
ち
の
運
動
が
、
功
を
奏
し
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

こ
の
出
来
事
は
、
村
の
農
民
と
村
の
管
理
運
営
に
あ
た
る
村
名
主
な
ど
村
落

指
導
者
が
一
体
と
な
り
、
自
分
た
ち
の
生
活
を
守
る
た
め
に
団
結
し
意
見
を
述

べ
て
藩
政
の
是
正
を
迫
っ
た
運
動
で
あ
っ
た
。
藩
の
改
革
が
現
実
の
自
分
た
ち

の
生
活
に
適
合
し
な
い
場
合
、
農
民
た
ち
が
自
分
た
ち
の
社
会
や
生
活
を
守
る

抜
こ
う
と
し
て
起
こ
し
た
行
動
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
行
動
が
、
そ
の
後
村
落

指
導
者
層
に
如
何
な
る
影
響
を
与
え
た
か
。
次
に
、
藩
政
改
革
の
推
移
と
領
民

側
の
対
応
を
見
て
い
く
。 

 

三
．
小
田
原
藩
の
廃
藩
と
小
田
原
県
設
置 

(

１)

版
籍
奉
還
と
「
藩
規
則
」 

 

明
治
二
年
六
月
、
藩
主
大
久
保
忠
良
は
版
籍
奉
還
を
許
可
さ
れ
改
め
て
小
田

原
藩
知
事
に
任
じ
ら
れ
、｢

華
族｣

に
列
せ
ら
れ
た
こ
と
を
領
民
に
布
達
し
た
。

い
わ
ゆ
る｢

版
籍
奉
還｣

で
あ
る
。 

 
 

さ
ら
に
翌
明
治
三(

一
八
七
〇)

年
九
月
一
〇
日
、
明
治
政
府
は｢

藩
制
の
釐り

革か
く 

(

り
か
く) ｣

(

『
太
政
官
日
誌
』)

を
布
達
し
、
藩
を
現
実
の
収
納
高
で
大
中
小
に

分
別
し
、
藩
知
事
以
下
の
職
員
や
家
禄
を
定
め
る
な
ど
、
諸
藩
に
強
く
改
革
を

指
示
し
た
。
小
田
原
藩
は
こ
の
時
二
万
石
余
の
小
藩
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を

う
け
て
、
藩
知
事
大
久
保
忠
良
は
一
〇
月
一
九
日
付
で
直
書
を
下
し
、
家
臣
の

班
席
を
廃
止
し
て
士
族
と
卒
に
分
け
る
こ
と
、
職
員
の
等
級
改
正
を
申
し
渡
し

た
。
一
一
月
七
日
に
は
あ
ら
た
め
て
直
書
と
そ
れ
の
趣
旨
を
現
わ
し
た｢

御
張

紙｣

が
出
さ
れ
、｢

藩
制
改
革｣

の
詳
細
が
示
さ
れ
た
。 



 

こ
う
し
た
改
革
を
う
け
て
、
藩
は
領
内
村
々
に
は｢

藩
規
則｣ 

⑩
が
出
し
た
。 

そ
の
内
容
は
、｢

御
改
正
之
趣
意
、
市
・
在
共

普

と
も
あ
な
ね
く

貫
徹
一
途
に
体
認｣

と
改
正 

を
領
民
全
体
で
為
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
、
差
し
あ
た
り
、
物も

の

成な
り

割
付

わ
り
つ
け

を
翌
春
と 

す
る
こ
と
や
、
宗
門
改
の
廻
村
を
無
く
す
こ
と
、
役
向
き
へ
の
贈
答
や
馳
走
の

禁
止
な
ど
、
村
々
に
関
係
す
る
事
柄
の
改
正
を
指
示
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 
 

藩
で
は
さ
ら
に
、
一
一
月
一
八
日
、｢

御
規
則｣

⑪

を
村
々
役
人
・
百
姓
お
よ

び
組
合
取
締
に
申
渡
し
、
朝
廷
の
布
告
を
遵
守
し
、
御
改
正
の
趣
旨
を
奉
ず
る

よ
う
心
掛
け
る
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
、
村
役
人
給
料
規
定
・
大
川(

酒
匂
川
な
ど)

堤
防
組
合
設
立
・
身
持
ち
宜
し
か
ら
ざ
る
者
を
申
出
る
こ
と
・
孝
人
奇
特
人
の

褒
賞
な
ど
二
十
五
カ
条
に
わ
た
り
指
示
し
て
い
る
。 

 

こ
の｢

御
規
則｣

を
受
け
て
、
足
柄
上
郡
谷
ヶ
村
で
は
、
明
治
四(

一
八
七
一)

年
一
月
二
〇
日
付
け
の｢

郷
中
規
則｣

⑫

が
記
さ
れ
、
最
初
に
名
主
以
下
村
役
人

の
給
料
を
定
め
、
つ
い
で
質
素
倹
約
に
つ
い
て
、
最
後
に
村
々
の
合
併
や
分
村

に
も
言
及
し
て
い
る
。 

(

２)

自
治
的
側
面
強
化
の
要
求 

 

一
二
月
五
日
小
田
原
藩
領
内
の
三
筋(

中
筋
・
西
筋
・
東
筋)
の
取
締
役
は
、｢

藩

制
政
革｣

で
設
置
さ
れ
た
民
政
局
に
「
願
書
」
⑬

を
提
出
し
た
。
そ
の
内
容
は
、

(

１)

組
合
取
締
役
の
他
に
惣
代
一
名
の
選
出
し
、
そ
の
給
料
は
組
合
割
と
す
る
、

(

２)

取
締
役
給
料
は
組
合
割
り
と
す
る
こ
と
、(

３)

名
主
給
料
を
明
確
に
取
り
決

め
る
こ
と
、(

４)

郷
宿(

農
民
が
公
務
や
訴
訟
で
小
田
原
に
来
た
と
き
利
用
す
る

公
事
宿
の
こ
と)

を
八
軒
と
す
る
こ
と
、(

５)

年
始
の
祝
儀
は
組
合
総
代
が
民
政

掛
り
宅
を
廻
る
こ
と
、(

６
）
農
間
大
工
や
木
挽
・
桶
工
な
ど
の
職
人
は
村
役
人

限
り
の
支
配
と
し
、
組
合
取
締
役
を
通
し
て
藩
の
御
用
を
勤
め
る
こ
と
、(

７)

酒
・
醤
油
・
濁
酒
造
り
も
村
役
人
限
り
の
差
配
と
す
る
、(

８)

麹
渡
世
・
菓
子

渡
世
は
認
可
制
と
す
る
こ
と
、
な
ど
８
カ
条
に
わ
た
っ
て
い
る
。 

 

こ
れ
は
、
組
合
取
締
役
の
給
料
は
従
来
藩
か
ら
与
え
ら
れ
て
い
た
の
を
組
合

割
り
に
す
る
こ
と
や
、
新
た
に
惣
代
名
主
を
置
く
こ
と
、
村
役
人
の
統
制
を
強

め
る
こ
と
な
ど
、
明
ら
か
に
農
民
側
の
自
治
を
強
化
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
、
藩
側
は
一
二
月
に
回
答
⑭

し
、(

１)

に
つ
い
て
は
基
本
的
に

拒
否
、
訴
願
な
ど
の
為
の
集
会
を
見
合
わ
せ
る
こ
と
、
村
役
人
給
料
に
つ
い
て

は
見
込
を
立
て
伺
い
で
る
こ
と
、
村
役
人
員
数
は
、
名
主
・
百
姓
代
は
１
人
ず

つ
、
組
頭
は
村
高
四
百
石
以
下
は
一
人
、
九
九
九
石
以
下
二
人
、
千
石
以
上
は

三
人
と
し
た
。
さ
ら
に
翌
年
正
月
に
は
詳
細
に
わ
た
る
回
答
し
て
お
り
、
村
役

人
員
数
・
選
出
法
、
取
締
役
や
村
役
人
給
料
、
郷
宿
な
ど
村
む
ら
と
藩
と
の
交

渉
に
関
わ
る
問
題
、
田
畑
・
山
林
の
質
地
請
け
戻
し
に
関
わ
る
こ
と
な
ど
で
、

幕
末
期
以
来
の
政
治
・
社
会
の
動
揺
に
対
処
し
村
や
地
域
を
維
持
管
理
し
て
き

た
村
役
人
ク
ラ
ス
の
村
落
指
導
者
達
の
要
求
し
て
き
た
事
柄
に
対
し
て
、
概
ね

組
合
や
村
方
の
自
治
的
側
面
を
制
限
す
る
も
の
と
い
え
る
。 

 
 

明
治
四
年
二
月
、
こ
の
藩
側
の
回
答
を
受
け
て
、
足
柄
上
郡
川
西
村
で
は
、 

透
間

す

き

ま

・
大
蔵
野
・
諸
淵
・
峰
の
小
名
に
も
村
役
人
が
置
か
れ
て
き
た 

が
、
藩
側
の
回
答
が
実
施
さ
れ
る
と
、
透
間
で
は
村
政
を
担
う
べ
き
者
が
い
な

く
な
る
の
で
、
透
間
の
村
民
は
川
西
村
や
神
縄
・
都
夫
良
野
村
に
訴
え
た
。
そ

こ
で
、
川
西
村
で
は
名
主
が
藩
側
と
交
渉
し
、
当
面
組
頭
を
一
人
を
増
や
す
こ

と
で
妥
協
を
図
り
、
透
間
側
を
説
得 

⑮
し
た
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
藩
政
改
革
に
お
い
て
農
民
と
の
間
に
あ
っ
て
、
村
政
や
地
域

の
行
政
に
深
く
関
わ
る
村
落
指
導
者
ク
ラ
ス
の
存
在
は
、
よ
り
重
要
さ
を
増
し

て
き
た
。 

(

３)

小
田
原
藩
の
廃
藩
と
小
田
原
県
設
置 



 

先
の｢

御
規
則｣

で
は
、
災
害
の
時
の
難
民
や
貧
民
・
困
窮
民
を
救
済
す
る
た

め
の
備
荒
貯
蓄
制
度
で
あ
る
義
倉
の
取
り
立
て
に
つ
い
て
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
実
施
に
あ
た
り
明
治
四
年
三
月
二
五
日
に
は
義
倉
局
が
設
立
さ
れ
、｢

義
倉

局
取
扱
大
意｣

が
令
達
さ
れ
た
。
義
倉
局
設
置
の
資
金
は
、
藩
知
事
よ
り
の
三
百

両
、
天
守
閣
な
ど
城
郭
の
払
い
下
げ
金
か
ら
千
両
、
民
政
局
よ
り
三
千
両
、
総

計
四
千
三
百
両
を
会
計
局
に
預
け
そ
の
利
金
を
も
っ
て
義
倉
局
の
運
営
に
あ
て
、

領
民
か
ら
軒
別
三
文
宛
徴
収
し
て
日
々
積
み
立
て
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
取
り

敢
ず
は
急
難
者
の
救
済
か
ら
取
掛
か
る
こ
と
や
、
本
立
金
が
一
万
両
と
な
っ
た

と
き
に
は
、
十
両
宛
百
本
の
籤
を
用
意
し
て
割
戻
す
こ
と
な
ど
を
定
め
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
小
田
原
藩
で
は
藩
職
制
・
兵
制
・
藩
校
の
改
革
、
家
臣
俸
禄

減
給
な
ど
か
ら
、
藩
専
売
制
・
備
荒
貯
蓄
制
度
・
行
政
組
織
な
ど
の
民
政
全
般

ま
で
多
岐
に
わ
た
っ
て
の
改
革
が
試
み
ら
れ
た
。
し
か
し
、
本
論
で
述
べ
て
き

た
様
に
、
こ
と
に
民
政
や
財
政
改
革
の
推
進
に
は
各
村
む
ら
に
い
る
村
落
指
導

者
の
存
在
を
無
視
出
来
な
い
状
況
が
あ
り
、
ま
た
、
改
革
の
諸
策
を
受
け
る
村

落
指
導
者
を
は
じ
め
と
す
る
農
民
側
の
動
向
も
自
分
た
ち
の
意
向
や
要
求
を
実

現
さ
せ
る
べ
く
行
動
し
て
い
る
。
こ
こ
に
、
地
域
か
ら
の
近
代
化
を
推
進
し
て

い
く
土
壌
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

明
治
政
府
の
め
ざ
す
と
こ
ろ
は
、
天
皇
を
中
心
と
す
る
強
力
な
中
央
集
権
国

家
を
つ
く
る
こ
と
に
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
封
建
制
遺
構
で
あ
る
藩
と
い
う
地

方
分
権
的
行
政
組
織
を
廃
し
、
県
に
よ
る
全
国
画
一
的
な
統
治
を
実
現
す
る
こ

と
で
あ
っ
た
。 

 

明
治
四
年
七
月
一
七
日
、
明
治
政
府
は
「
廃
藩
置
県
」
の
詔
書
を
発
し
た
。

諸
藩
に
は
事
前
に
何
の
通
告
も
為
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
詔
書
⑯

に
は
、

｢

内
以
テ
億
兆
ヲ
保
安
シ
、
外
以
テ
万
国
ト
対
峙
セ
ン
ト
欲
セ
バ
、
宜
ク
名
実
相

副
ヒ
、
政
令
一
ニ
帰
セ
シ
ム
ベ
シ｣

と
あ
り
、
国
内
の
安
定
と
欧
米
列
強
と
の
対

峙
の
為
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
藩
は
廃
さ
れ
、
藩
知
事

も
罷
免
さ
れ
、
政
府
よ
り
派
遣
の
県
令
・
府
知
事
が
地
方
を
納
め
る
体
制
が
つ

く
ら
れ
、
全
国
に
三
府
三
〇
二
県
が
設
置
さ
れ
た
。 

 

こ
れ
に
よ
り
、
小
田
原
藩
は
無
く
な
り
、
小
田
原
県
と
な
っ
た
。
藩
知
事
大

久
保
忠
良
は
罷
免
さ
れ
、
県
は
旧
大
参
事
の
大
久
保
忠
重
に
一
時
預
か
り
さ
れ

た
。
八
月
、
小
田
原
を
離
れ
る
に
当
た
り
旧
藩
主
で
あ
る
忠
礼
・
忠
良
は
連
名

で
直
書
を
出
し
、
廃
藩
置
県
の
意
味
や
、
藩
地
を
離
れ
る
感
慨
、
士
族
・
民
庶

へ
の
言
葉
を
残
し
て
い
る
。 

 
 
 

明
治
二
年
以
来
、
続
け
て
き
た
藩
政
改
革
も
中
断
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し

か
し
、
維
新
の
変
革
は
村
む
ら
の
村
落
指
導
者
ク
ラ
ス
の
人
び
と
の
急
激
な
意

識
改
革
を
促
す
こ
と
と
な
っ
た
。
藩
政
改
革
に
直
面
し
て
、
藩
と
の
利
害
か
ら

自
分
た
ち
の
言
い
分
を
主
張
し
、
改
革
の
是
正
を
せ
ま
り
、
村
や
地
域
の
利
害

を
守
り
抜
く
気
概
が
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
人
び
と
か
ら
、
次
代
を
担
う

意
識
が
培
わ
れ
、
新
た
な
改
革
を
萌
芽
さ
せ
て
い
っ
た
。 

 

以
上
、
慶
応
四
年
か
ら
廃
藩
置
県
に
至
る
歴
史
プ
ロ
セ
ス
を
小
田
原
藩
の
動

向
を
通
し
て
見
て
き
た
。
廃
藩
置
県
に
至
る
ま
で
の
小
田
原
地
域
の
動
静
に
は
、

そ
の
後
の
こ
の
地
域
の
活
動
を
規
定
し
て
い
く
様
々
な
要
因
が
伺
え
る
。
そ
れ

は
、
こ
の
地
域
の
近
代
に
お
け
る
地
域
的
独
自
性
の
萌
芽
な
の
で
は
な
い
か
。 

 

四
．
む
す
び
に
か
え
て 

 

地
域
の
歴
史
と
高
校
教
科
書
に
書
か
れ
て
い
る
日
本
史
と
は
、
全
て
に
関
係

し
て
い
る
と
は
云
え
な
い
。
し
か
し
、
丹
念
に
地
域
の
歴
史
を
掘
り
起
こ
し
て

い
く
こ
と
が
、
日
本
史
全
体
を
理
解
し
て
い
く
上
で
も
重
要
な
要
素
で
あ
る
。 

日
本
の
近
代
化
と
云
っ
て
も
、
政
府
の
施
策
か
法
令
の
み
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
で
、
そ
の
地
域
の
人
々
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
対
応
・
行
動
し
た
を
理



解
さ
せ
て
置
か
な
け
れ
ば
、
日
本
の
近
代
を
正
し
く
理
解
で
き
な
い
の
で
は
な

い
か
。 

 

二
〇
〇
八
年
二
月
、
県
教
育
委
員
会
は
、
県
立
高
校
で
の
「
日
本
史
」
必
修
化

を
打
ち
出
し
、
「
郷
土
史
」
「
近
現
代
史
」
を
新
設
、
二
〇
一
三
年
度
ま
で
に
日

本
史
Ａ
・
Ｂ
と
と
も
に
一
科
目
の
履
修
を
義
務
づ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

今
何

故
日
本
史
必
修
な
の
か
、
教
育
長
の
コ
メ
ン
ト
に
は
、「
自
分
を
大
事
に
し
、
他

人
へ
の
思
い
や
り
の
心
を
育
て
て
い
く
た
め
、
世
界
に
自
国
の
こ
と
を
き
ち
ん

と
説
明
で
き
る
人
材
を
輩
出
す
る
た
め
、
郷
土
や
日
本
の
歴
史
、
伝
統
を
し
る

こ
と
は
大
事
だ
と
考
え
た
」「
県
立
高
校
の
生
徒
の
約
３
割
、
１
万
人
が
自
国
の

歴
史
を
学
ば
な
い
ま
ま
卒
業
し
て
い
る
現
状
が
、
心
に
ひ
っ
か
か
っ
て
い
た
。

新
指
導
要
領
で
、
日
本
史
が
必
修
に
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
決
ま
り
、
こ
れ
が

果
た
し
て
時
代
の
要
求
に
合
っ
た
、
民
意
を
反
映
し
た
も
の
な
の
か
疑
問
を
持

っ
た
」
と
あ
る
。
指
導
要
領
で
日
本
史
必
修
に
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
、 

生
徒
た
ち
が
「
世
界
に
自
国
の
こ
と
を
き
ち
ん
と
説
明
で
き
る
人
材
」
と
な
る

こ
と
を
目
的
に
郷
土
と
日
本
の
歴
史
を
学
ば
せ
る
と
云
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

 

し
か
し
、
現
実
に
は
日
本
史
を
暗
記
物
科
目
と
し
て
不
得
意
科
目
に
あ
げ
る

生
徒
が
多
い
。
ま
た
、
日
本
の
歴
史
を
話
題
に
す
る
家
庭
は
少
な
い
。
こ
れ
は
、

受
験
や
資
格
を
取
る
と
か
学
ん
で
即
役
立
つ
学
問
へ
の
偏
重
や
、
知
識
や
教
養

を
軽
ん
じ
る
風
潮
が
社
会
に
あ
る
た
め
だ
と
推
察
す
る
。
そ
う
し
た
状
況
に
あ

っ
て
、
郷
土
や
日
本
の
歴
史
を
学
ば
せ
る
と
い
う
こ
と
の
大
切
さ
を
理
解
さ
せ

て
い
く
の
は
、
困
難
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
そ
の
困
難
を
ど
う
乗
り
越

え
れ
ば
よ
い
の
か
。
そ
の
指
針
は
、
地
域
か
ら
の
視
点
を
し
っ
か
り
据
え
て
、

歴
史
を
捉
え
る
こ
と
で
あ
る
と
思
う
。
自
分
が
よ
っ
て
立
つ
地
域
の
歴
史
を
し

っ
か
り
と
理
解
し
よ
う
と
す
る
こ
と
、
地
域
史
＝
郷
土
史
の
学
習
や
、
地
域
の

歴
史
・
文
化
に
ふ
れ
、
史
資
料
や
遺
跡
な
ど
文
化
財
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と

が
、
生
徒
の
地
域
や
社
会
へ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
高
め
る
こ
と
に
な
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

①
旧
幕
府
遊
撃
隊 

 

慶
応
四
年
四
月
一
一
日
、
江
戸
城
は
無
血
開
城
と
な
っ 

 

た
。し
か
し
、
こ
れ
を
不
満
と
す
る
旧
幕
府
陸
軍
の
遊
撃
隊
伊
庭
八
郎
ら
は
、

江
戸
を
脱
出
、
下
総
請

じ
ょ
う

西ざ
い

藩
藩
主
林
忠た

だ

崇た
か

ら
と
「
徳
川
将
軍
家
救
解
」
を
唱 

 

え
て
、
新
政
府
に
対
し
て
挙
兵
し
、
房
総
各
地
を
転
戦
し
、
閏
四
月
一
一
日
、

江
戸
湾
を
横
断
し
真
鶴
に
上
陸
、
小
田
原
藩
等
に
挙
兵
を
呼
び
か
け
駿
河
か

ら
甲
斐
の
各
地
を
転
戦
し
、
五
月
、
遊
撃
隊
の
先
鋒
部
隊
が
箱
根
方
面
に
進

出
し
一
九
日
に
は
、
箱
根
関
所
付
近
で
小
田
原
藩
兵
と
戦
闘
し
た
が
、
二
〇

日
、
小
田
原
藩
側
が
急
遽
遊
撃
隊
と
手
を
結
び
、
遊
撃
隊
と
と
も
に
小
田
原

に
向
か
う
途
中
、
大
総
督
府
豆
相
軍
監
中
井
範
五
郎
を
殺
害
し
た
。 

②
豆
相
軍
監 

慶
応
四
年
五
月
六
日
、
東
征
大
総
督
府
は
、
沼
津
以
東
の
関 

 

東
を
平
定
し
、
軍
政
下
に
お
く
た
め
の
役
職
と
し
て
、
大
総
督
府
参
謀
の
下

に
軍
監
四
名
を
置
い
た
。
そ
の
内
の
中
井
範
五
郎(

鳥
取
藩)

・
三
雲
為
一
郎

(

佐
土
原
藩)

は
豆
相
軍
監
と
し
て
、
伊
豆
・
相
模
を
管
轄
と
し
て
、
小
田
原

に
派
遣
さ
れ
た
。 

③
藩
主
大
久
保
忠
礼
へ
の
寛
大
な
る
処
分
と
藩
存
続
を
願
う
運
動 

 

小
田
原 

 

市『
小
田
原
市
史 

通
史
編 

近
世
』・
小
田
原
市
立
図
書
館『
明
治
小 

 

田

原
町
誌
』
上 

山
北
町
『
山
北
町
史 

通
史
編
』 

④
古
文
書 

山
北
町
『
山
北
町
史 

史
料
編 

近
世
』4

8
1

 
⑤
「
達
書
」 

山
北
町
『
山
北
町
史 

史
料
編 

近
世
』4

8
2

 

⑥｢

被
仰
渡
候
御
ケ
条｣ 

山
北
町
『
山
北
町
史 

史
料
編 

近
世
』4

8
5

 

⑦
小
田
原
藩 
小
田
原
藩
藩
政
改
革
に
つ
い
て
は
、
小
田
原
市
『
小
田
原
市 



史 

通
史
編 

近
世
』
を
参
照 

⑧｢
此
度
富
国
強
兵
之
御
趣
意｣

 
 

山
北
町
『
山
北
町
史 

史
料
編 

近 
 
 

世
』4

9
1
 

こ
の
史
料
は
山
北
町
谷
ケ
の
武
尾
家
文
書
の
明
治
二
年
「
御 

 
配
付
控
帳
」
に
記
さ
れ
て
お
り
、
「
此
度
富
国
強
兵
之
御
趣
意
ヲ
以
当
局 

 

御
取
建
ニ
相
成
候
ニ
付
而
者
」
と
、
藩
の
富
国
強
兵
策
の
一
環
と
し
て
生 
 

産
局
設
置
さ
れ
、
炭
な
ど
小
田
原
産
物
の
専
売
制
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と 

 

な
っ
た
。 

⑨
「
覚
」 

山
北
町
「
山
北
町
史 

史
料
編 

近
世
」49

3
 

こ
の
史
料
は 

 

都

夫
良
野
村
名
主
か
ら
西
山
家
組
合
惣
代
名
主
で
あ
る
神
縄
村
佐
治
兵
衛 

 

に
提
出
し
さ
れ
た
も
の
で
、
都
夫
良
野
村
で
小
前
百
姓
が
集
会
を
開
い
た 

 

こ
と
の
報
告
書
で
、
六
月
に
設
置
さ
れ
た
生
産
方
に
よ
る
炭
の
藩
専
売
が
、 

 

炭
生
産
の
小
前
農
民
た
ち
に
と
っ
て
炭
貫
目
改
め
の
難
儀
や
炭
売
値
の
値 

 

下
が
り
等
を
引
き
起
こ
し
、
農
民
に
と
っ
て
難
渋
な
こ
と
で
あ
る
こ
と
が 

 

伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

⑩｢

藩
規
則｣

 

山
北
町
『
山
北
町
史 

史
料
編 

近
世
』4

9
8

 

⑪｢

御
規
則｣

 

小
田
原
市
『
小
田
原
市
史 

史
料
編 

近
世Ⅰ
藩
政
』2

9
6

 

⑫｢

郷
中
規
則｣

 

山
北
町
『
山
北
町
史 

史
料
編 

近
世
』4

9
9
 

 

⑬
「
願
書
」 

小
田
原
市
『
小
田
原
市
史 

史
料
編 

近
世Ⅰ

藩
政
』2

5
7

 

⑭
回
答 

小
田
原
市
『
小
田
原
市
史 

史
料
編 

近
世Ⅰ

藩
政
』2

9
8

 

⑮
説
得 

山
北
町
『
山
北
町
史 

史
料
編 

近
世
』5

0
0
･
5

0
1
 

 

⑯
詔
書 

東
京
堂
出
版
『
太
政
官
日
誌
第
五
巻
』
太
政
官
日
誌
明
治
四
年
第 

 

四
十
五
号 


